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2つの概念の比較

および

コミットメントへの提案
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健康経営の俯瞰図

出所：経産省（2020）健康経営の推進について を基に作成



健康経営の目的（俯瞰図より）

健康経営の俯瞰図から以下のとおり理解できる。

活動：健康経営の施策を実施する。

アウトプット：①心身の健康問題、②組織、③企業価値に対してポジティブな影響が発生し、

企業業績が向上する

ゴール：企業の持続的な成長につながる。

⇒健康経営のゴールは「企業の持続的な成長」



就労時間中に、
従業員がより健
康的な食べ物に
アクセスする

従業員が保有す
る健康と栄養に
関連する知識とス
キルが向上する

従業員が自身の
健康状態につい
て知り、健康状
態を知るために自
分たちは何ができ
るかを知れる。

仕事を持つ母親
が授乳に、十分
な時間、知識、リ
ソースを持つ

仕事場において、安
全で栄養価の高い食
べ物/健康的な食事
の摂取が改善される

従業員の健康状態、
身体的な活動レベル、
その他の健康関連の
活動が改善される。

授乳時間が延びる
完全母乳の割合が

向上する。

より健康な従業員
(Healthier Workforce)

より健康で、病気の
少ない従業員の子供

従業員の更なる満足 医療費の低減
投資に対する
プラスの利益

従業員の生産性の
向上

欠勤/病気でも出勤
する割合の低下

WFNPの俯瞰図（Pathway to program impact） ≪WFNPの目的≫
理想的には、WFNPは安全で栄養価の高い食べ物へのよりよいアク
セスを創り出すことを目的としている。それは、従業員の食べ物の摂
取に係る行動変容（changing employees’ behavior)、そして従業
員の健康と福祉（Well-being)を改善することも目的としている。授
乳サポートは、将来の労働力への投資となっている。

出所：GAIN (2019)The evidence for workforce nutrition programmes overviewを基に作成



潜在的利点

企業の利益

欠勤の減少 生産性向上 事故と間違い
の減少

仕事への
満足度

経済的利益

飢餓をゼロに
すべての人に健康

と福祉を
働きがいも
経済成長も

マクロレベル

WFNPに取り組む利点

出所：GAIN(2020) The Workforce Nutrition alliance The strategy and Value propositionを基に作成



Workforce Nutrition Allianceが普及するScorecard

出所：GAIN(2020) The Workforce Nutrition alliance The strategy and Value proposition



WFNPの目的
（俯瞰図より）

WFNPの俯瞰図から以下のとおり理解できる。

活動：職場での健康的な食べ物、栄養教育、栄養状態に焦点をあてた健康診

断、授乳サポートを実施する（WFNP自体）。

アウトプット：従業員をより健康にする（Healthier Workforce）

ゴール①：投資に対するプラスの利益、従業員の生産性の向上

⇒WFNPのゴールは「投資に対するプラスの利益」「従業員の生産性の向上」



WFNP

活動：職場での健康的な食べ物、栄養教育、栄養状態

に焦点をあてた健康診断、授乳サポートを実施する

（WFNP自体）。

アウトプット：従業員をより健康にする（Healthier

Workforce）

ゴール：投資に対するプラスの利益、従業員の生産性の

向上

⇒WFNPのゴールは「投資に対するプラスの利益、

従業員の生産性の向上」

健康経営

活動：健康経営の施策を実施する。

アウトプット：①心身の健康問題、②組織、③企業価

値に対してポジティブな影響が発生し、企業業績が向

上する

ゴール：企業の持続的な成長につながる。

⇒健康経営のゴールは「企業の持続的な成長」
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健康経営＆WFNP

健康経営にWFNPをマッピングした結果、以下のとおり理解できる

1．健康経営とWFNPで親和性が一番高いのは「①心身の健康問題」のエリア

2．WFNPで抜けている部分は「企業価値」エリア

3．最終的なゴールのレベルが異なる（健康経営：企業の持続的な成長、

WFNP：企業業績の向上（投資に対するプラスの利益））

⇒それでは、健康経営とWFNPの関連において、企業は自社ビジネスと絡めてどのよ

うなコミットメントを検討できるのか。



コミットメントへの提案
2つの概念の比較からの示唆を基に



コミットメントへの提案１

コミットメントへの提案２



【コミットメントへの提案①】
健康経営からWFNPへのインプット

• 健康経営とWFNPで親和性が一番高いのは「①心身の健康問題」のエリア

• 特に最初の「疾患リスクが減る（心理的リスク、生活習慣リスク、生物学リスク）」は、
WFNPが最も重要視する「より健康な従業員」の育成に直結している。

• よって、GAINが取り組んでいるWFNPをさらに改善していくために、健康経営の「疾患リス
クが減る」ことに直結する「健康経営の各企業の施策」をインプットしていくことがコミッ
トメントとなり得る。

• 「各企業の健康経営の施策」で活用している自社製品・サービスをWFNPに組み込み、
WFNPの改善（既に取り組んでいる企業）普及（今後取り組む企業）と共に自社
製品・サービスの普及を目指す。



T

W
o

rk
fo

rce N
u
tritio

n
 

A
llian

ce

健康経営
分科会
メンバー

WFNPに取り組む企業

WFNPに取り組む企業

WFNPに
役立つ施策紹介

施策へのFB

WFNPに
役立つ施策紹介

施策へのFB

WFNPに
役立つ施策紹介

施策へのFB
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【コミットメントへの提案①】
①健康経営分科会メンバー（健康経営を実施してい
る企業）から、これまでのエビデンスを基にしたよりよい
WFNPにするための施策を、Workforce Nutrition 

Alliance（WFNA）に共有する。
②WFNAは共有された施策をWFNPに取り組む企業
もしくは取り込もうと計画している世界中の企業に共有
する（エビデンスに基づいたWFNPの取り組みが普及
する≒健康経営で取り組まれた施策が普及する）。
③共有された施策を実施した企業よりWFNAがフィード
バック（FB）を受ける。
④WFNAは同FBを健康経営分科会メンバーへ共有す
る（健康経営分科会メンバーは自社の健康経営に
係る施策をさらに改善できる。）。
⑤健康経営の施策を基にしたWFNPに取り組んだ企
業から、同WFNP実施に必要な製品・サービスを、健康
経営の施策を共有してくれた健康経営分科会メンバー
から購入する（WFNPの活動が改善される）。
⑥健康経営分科会メンバーの健康経営に係る企業業
績が向上する（エビデンスに基づいたWFNPが広がる
ことで、健康経営の施策を世界中に広がり、企業の
持続的な成長が期待される）



【コミットメントへの提案②】
健康経営からWFNP(WFNA)へのインプット

• 健康経営とWFNPのアウトプットを照らし合わせ、抜けている部分は「企業価値」である。日本では、健
康経営企業として表彰されることで投資効果を得るなど、企業価値が向上する仕組みを有している。

• 現在、WFNPの推進に取り組んでいるWorkforce Nutrition Alliance（WFNA）では、Scorecardを用
いて、WFNPに関する自社活動のパフォーマンスを評価するために使用することを提案している。

• Scorecardを基に、自社の取り組みをブラッシュアップし、”Reap Rewards”を目指すが、具体的
な”Rewards”による具体的な企業価値向上における効果が明らかでないため、”Reap Rewards”となっ
た際のインセンティブを明確にする必要がある。

• よって、GAINが取り組んでいるWFNPをさらに企業に普及していく（Scorecardを使ってもらう）ために
は、”Reap Rewards”の部分のエビデンスを強化する必要がある。日本の健康経営に係る表彰システ
ムである「健康経営優良法人」「健康経営銘柄」による企業価値向上の効果のエビデンスは、
WFNPのScorecard推進の理論的根拠となり得る。

• 「健康経営優良法人」「健康経営銘柄」となった企業が活用している自社製品・サービスを、
Scorecardを使う企業に活用してもらうことで、WFNPの改善・普及と共に自社製品・サービスの普
及を目指す。
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【コミットメントへの提案②】
①健康経営分科会メンバー（「健康経営優良法人」「健
康経営銘柄」類似の表彰を受けた企業）から、表彰を得
たことで得たポジティブな影響をエビデンスベースでWFNA

に共有する（エビデンスだけでなく取り組んだ施策（自
社製品・サービス）も共有する）。
②WFNAは共有されたエビデンスを基にScorecardを活用
したReap Awards獲得のメリットをまとめ、WFNPに取り組
むもしくは取り組むことを計画している企業に共有する
（Reap Awardsの位置を明確にする必要あり）。
③共有された企業はScorecardを利用してWFNPの実施
に取り組み、そのFBをWFNAに共有する。
④WFNAは同FBを健康経営分科会メンバーへ共有する
（健康経営分科会メンバーは同FBを基に、日本の健康
経営の表彰システムの改善を経産省に提案することで、
同システムをより良いものにすることに貢献できる）。
⑤Scorecardを基にしたWFNPに取り組んだ企業から、
Reap Award取得に必要な製品・サービスを、健康経営の
健康経営分科会メンバーから購入する（WFNPの活動
が改善される）。
⑥健康経営分科会メンバーの健康経営に係る企業業績
が向上する（Reap Awardsの取得を目指したWFNPが
広がることで、健康経営の施策が世界中に広がり、企業
の持続的な成長が期待される）
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コミットメントへの提案まとめ

健康経営とWFNPには類似性が認められる。一方、健康経営は「企業」が最終的な目標の主体であり、WFNPは「従業

員」が目標の主体となっている（※健康経営が従業員に焦点をあてていないわけでなく、また、WFNPが企業に焦点をあ

てていないわけではない）。健康経営の施策実施による効果である「①心身の健康問題」との関係性が高い一方、「③

企業価値」との関係性が希薄であると見受けられる。

「健康経営」を軸にしたビジネスと国際的な目標への貢献（SDGsも含まれる）にたいして、WFNPの改善を

中心に添えた以下の2点のアプローチが検討できる（詳細はスライド11. 12）

①「各企業の健康経営の施策」で活用している自社製品・サービスをWFNPに組み込み、WFNPの改善（既

に取り組んでいる企業）普及（今後取り組む企業）と共に自社製品・サービスの普及を目指す。

②「健康経営優良法人」「健康経営銘柄」となった企業が活用している自社製品・サービスを、 Scorecardを

使う企業に活用してもらうことで、WFNPの改善・普及と共に自社製品・サービスの普及を目指す。

⇒健康経営のこれまでの知見はWFNP（国際的な職場の栄養改善）の改善およ

び普及に役立ち、自社の健康経営で活用する製品・サービスを用いてビジネス展開

も可能である。


